
顔認証技術はまだ実装すべきでない

�人種差別（主に黒人）、性差別

誤認の可能性が異なる

→ 白人男性：高

黒人女性：低

治安維持部隊(警察)の利用

→ 選別に使われる懸念、差別の拡大

1.公平性



2.精度の未発達

<実例>
�Apple Store 顔認証システムの誤認知による誤認逮捕(2018)

� iPhone Xの顔認証システムで親子の顔を判別できなかった
(2017)

�ロンドン警察のライブ顔認証システムでの不一致(2019)



3.実際の規制

�Microsoft, Amazon, IBM : 
警察への顔認証技術提供に規制

�Googleをはじめとする多くのIT企業も否定的意
見


